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2020春季生活闘争　決起メッセージ
2020春季生活闘争は、いよいよ要求提出から本格的労使交渉の段階を迎えた。
我が国では、少子高齢化・人口減少の急速な進展による労働力不足が深刻さを増している中、海外での貿易摩擦による経済への影響、第4次産業革命と呼ばれる産業構造の変化、消費増税の影響、さらには社会保障制度改革の行方等、不確実で将来予測が難しい状況が継続している。
このような状況の中、経済の自律的成長を促し、持続可能な社会を実現するためには、将来不安を払拭し得る、すべての働く者の賃上げによる所得の向上をめざしていかなければならない。
2020春季生活闘争は、「食品関連産業で働く労働者の相対的地位の向上」を実現するためにも、引き続き「賃金引き上げ」と「働き方見直し」を同時に推し進める闘争となる。そのためにも、すべての加盟組合が結集し、働く者を誰一人として見過ごさない、それぞれの立場に焦点を当てた取り組みを展開し、「底上げ」「底支え」「格差是正」を実現していこうではないか。
併せて、「食における付加価値連鎖（フードバリューチェーン）の構築」による適正・公正な価格で評価する社会の実現、さらには「未組織・未加入労働者の組織化」を並行的に進めることで、食品関連産業の持続的発展と働く者の処遇向上を目指そうではないか。
私たちの働く食品関連産業は、国民の健康と生活の一翼を担う産業、いわば生命(いのち)を支え、育む産業である。この産業に働く者や家族にとって、誇りを持てる労働条件を実現と生活水準の維持向上に向けて、すべての労働組合が共闘し、2020春季生活闘争に総力をあげて取り組み、粘り強い交渉を展開して最後まで闘い抜き、要求を実現しよう。また、職場、地域、そして家庭から運動を巻き起こし、労働組合のない職場や、パート・派遣で働く仲間とも連帯を深め、最後まで闘い抜こう。
ともに頑張ろう。
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